
‘１６．１０．２０ 

吹田ホスピス市民塾 

「終末期医療に関するアンケート」（  ）は％ 回収率：６７％ 

 ～６４歳 ６５歳～ ７５歳～ 不明 計 

男 ９（２７） １５（４５） ９（２７）  ３３（１００） 

女 ５１（３８） ６０（４４） ２４（１８） １ １３６（１００） 

不明  ３     ３ 

計 ６０（３５） ７８（４５） ３３（１９） １ １７２（１００） 

 

１． もしあなたが末期のがんにかかり、余命が限られているとしたら、どのような療養生活を送りたいで

すか。～自宅での療養を希望される場合、実現は可能だと思われますか。 

末期を過ごす場所  実現可能 実現困難 分からない 計 

① 最期まで自宅 男 ５ ５ １ １１ 

女 １３ ９ １１ ３３ 

計 １８（４１％） １４（３２％） １２（２７％） ４４（２８％） 

② 自宅 

⇒これまでの病院 

男 ４ ３  ７ 

女 ２ ３ ２ ７ 

計 ６ ６ ２ １４ 

③ 自宅 

⇒ホスピス 

男 ３ ４ １ ８ 

女 ２１ ３３ ２１ ７５ 

計 ２４（２９％） ３７（４５％） ２２（２７％） ８３（５２％） 

④ 早い段階から 

これまでの病

院 

男 １ １  ２ 

女  ２ １ ３ 

計 １ ３ １ ５ 

⑤ 早い段階から 

ホスピス 

男     

女 １ １ １ ３ 

計 １ １ １ ３ 

⑥ 分からない 男 １ １ １ ３ 

女 １ ４ ３ ８ 

計 ２ ５ ４ １１ 

計 男 １４ １４ ３ ３１ 

女 ３８ ５２ ３９ １２９ 

計 ５２（３３％） ６６（４１％） ４２（２６％） １６０（１００％） 

 

 

 

 

 



２． もしあなたのご家族が末期のがんにかかり、余命が限られているとしたら、どのような療養生活を送らせたいですか。 

 

本人⇒家族 

 ① 最期まで

自宅 

② 自宅⇒ 

これまでの病院 

③ 自宅 

⇒ホスピス 

④ 早い段階から 

これまでの病院 

⑤ 早い段階か

らホスピス 

⑥ 分からな

い 

 

計 

① 最期まで自宅 男 ６ ３ １   １ １１ 

女 ２４ ５ ２   ２ ３３ 

計  ３０ ８ ３   ３ ４４ 

② 自宅 

⇒これまでの病院 

男 １ ６     ７ 

女 １ ３ ３    ７ 

計 ２ ９ ３    １４ 

③ 自宅 

⇒ホスピス 

男 １  ７    ８ 

女 ７ ５ ５１ １ ２ ８ ７４ 

計   ８ ５ ５８ １ ２ ８ ８２ 

④ 早い段階から 

これまでの病

院 

男  １   １  ２ 

女  １  １  １ ３ 

計  ２  １   ３ 

⑤ 早い段階から 

ホスピス 

男        

女   ３  １  ４ 

計   ３  １  ４ 

⑥ 分からない 男      ６ ６ 

女 ５ ４ １   ３ １３ 

計 ５ ４ １   ９ １９ 

計 男 ８ １０ ８  １ ７  ３４ 

女 ３７ １８ ６０ ２ ３ １４ １３４ 

計 ４５（２７％） ２８（１７％） ６８（４０％） ２ ４ ２１ １６８ 

 



３． 自由記述：３６人 

男 ～６４歳 余命１年と言われたがんサバイバーです。がんと言われ今日まで生きて来ていますが、心は

がんになった人しかできません。 

６５歳～ がんは３mm以下の場合、現在発見不能。早く血液で３mm以下のがん細胞発見に努力をお

願いしたい。国立がんセンターでチームで研究中、見通しがついたとの情報を聞いています。 

無理な延命は望まない。むしろ安楽死でもいいと思う。できるだけ普通に生活したい。 

ホスピス病棟に入れるなんて夢のまた夢と思います。団塊の世代にとって、狭き門は一生続

きました。 

市民塾活動は大事な事だと考えます。頑張ってください。 

７５歳～ 机上の空論でなく、現実を見てくれて良かった。 

女 ～６４歳 国や市には支援などはあるのか。自宅近くに訪問医療の病院が分からない。 

家族がどんなふうに療養したいか。経済的な面で可能であれば、その意向にできるだけ添い

たい。 

家族も自分もまだ元気なので、考える機会がありませんでした。がんになるかどうかは分か

りませんが、最期をどのように迎えたいか、家族と話し合う機会を持ちたいと思います。有

名人（芸能人）の例などを出されたお話が、大変分かりやすかったです。有難うございまし

た。 

最後まで自宅で療養するには、訪問してくれるお医者さま、看護師さんがいることが必要だ

と思いますが、自分の家族の住んでいるところにいらっしゃるかが不安です。 

現実となればまた選択は変わると思います。 

末期のがんの方を自宅で療養している方をみましたが、家族の方は大変だと思いますが、家

族にしてみれば悔いのない、本人も思い残さないと思いました。 

必要になった時、ホスピスに入院できるとは限らないと思う。 

自分のことは自分で決められるが、家族の場合は自分では決められない。自分の考え方を家

族に押し付けることもできないから、家族については分かりません。 

自宅で療養したい希望があります。しかし自宅での療養になると、家族を支え、医療（在宅

での）、介護が必要です。それが可能なのか不安です。 

ホスピス、緩和ケア病棟への入院を希望されても、ベッドの空きがなく、希望の時期に入院

できない事もある。 

最期まで自宅が理想。ホスピスは高い、経済的に心配かな？ 

６５歳～ 一人なのでいかに死ぬか考えさせられます。 

現在主人が（６９歳）が自宅療養しています。３年半前、多発性骨髄症になり、淀キリで１

か月に１回診療し、抗がん治療しています。自宅で過ごせて感謝しています。 

ホスピス病棟は希望すれば入れる余裕があるのか、知りたい。 

何もわからないので、勉強したいです。 

双方の両親＆犬も見送り、残るは自分の死あるのみです。 

夫婦２人の生活なので、患者の介護が大変だと“自宅看取り”は難しい。 

経済的にどこまでできるか困難。 



かかりつけ医の協力のもと、緩和ケアや日常のＱＯＬを高めるために相談しながらやれたら

と希望しています。実現は難しいかもしれません。 

家族については、できる限り本人の希望に沿いたい。 

末期がんになれば、これまで通っていた（入院）病院に入院するのは難しいと思う。やはり

専門の病院に入院し、少しでも心地良く暮らしたい。 

自宅療養したくても、派遣してもらえるヘルパーさんの数が足りていないように思う。また、

ホスピス病棟やケア病棟も足りていないのではと思います。 

７５歳～ 分からないのです。 

苦痛のないのが一番と思う。 

今のところ、家族の中にガンと診断された人がいないので、その時にならないと分からない

事ばかりです。 

在宅ケア、ホスピス治療をすれば経済面を心配する。自分の意思を記しているが、その通り

になるか心配（治療はしないこと）。 

一人の生活なので先のことも考えますが、今は元気で働いています（看護師）。感謝の日々で

す。 

緩和ケア病棟が良いが、いくらかかるのかが心配。 

希望と現実には差がありすぎます。 

？ ６５歳～ 実際に、母を家で看取りました。肺がんでした。 

 

４． コメント：（小澤） 

（１） 総括：講演のアンケートの回答率６０％を上回る回答を頂いたことに感謝。自由記述の一つ一つを 

大切に読ませて頂き、少しでも市民の希望にかなうように、今後の活動に活かしていきたい。 

 

（２） 終末期を過ごす場所の希望：（表１） 

 １位：「自宅で過ごし、必要になればホスピスに」５２％ 実現可能と考えている人２９％。 

 ２位：「最期まで自宅」２８％ 実現可能と考えている人４１％。 

⇒これらのご希望が叶えられるように、医療職、行政など皆さんと活動を強化したい。（＊） 

 

（３）（家族を）終末期を過ごす場所：（表２） 

    １位：「自宅で過ごし、必要になればホスピスに」４０％（但し、「病院へ」を入れると５７％） 

２位：「最期まで自宅」２７％  

   これまでの他のデータによると、「最期まで自宅」は、自身の場合より家族の場合の方が高いとされ 

ていたが、このデータではほぼ同じ。 

 

（＊）’０８年３月に、同様のアンケートを頂きました。回収：３３３名。 

   １位：「自宅⇒ホスピス」４８％。「自宅⇒これまでの病院」２７％を加えると７５％。 

   ２位：「最期まで自宅」１２％。 

  ⇒「最期まで自宅」が ＋１６％、「自宅⇒ホスピス」が －１８％。と、変化が見られます。 

以上 


